
農環研ニュース

所内トピックス

第27回農業環境シンポジウム
「食糧vs.エネルギー ─穀物の奪い合いが始まった─」開催される

環境変動や石油価格の高騰を受け世界的にバイ
オエタノールへの注目が集まる中、米国アース・
ポリシー研究所レスター・ブラウン所長をお招き
し、５月23日、東京虎ノ門のイイノホールにおい
て、第27回農業環境シンポジウムを開催しました。

レスター・ブラウン博士の講演
佐藤理事長の挨拶と趣旨説明の後、レスター・

ブラウン博士が基調講演を行いました。博士は先
ず、今や、世界の８億人の人々が所有する車が、
約20億人の貧困層の人々と同じ食糧資源を巡って
競合するという新しい食料経済の時代へと移行し
つつある、と切り出しました。米国ではエタノー
ル蒸留所の建築ラッシュが続き、2008年には米国
で生産される穀物の30％がエタノール生産に利用
されることになります。エネルギー経済と食糧経
済の一体化により、穀物価格は石油価格に引っ張
られて上昇し、トウモロコシ価格の上昇はトウモ
ロコシを主食としている貧しい国々の食卓を直撃
し、多くの国の畜産物価格に跳ね返ります。この
ことは、いわゆる「失敗しつつある国々」(failing 
states)の増加にさらに拍車を掛けることになりま
す。打開策として博士はハイブリッドカーを上げ、
さらに電源から充電するプラグイン装置を加え、
風力発電を促進することを提唱しました。

最後に博士は、このままでは貧困な20億人の
人々が敗れることは明白であること、この問題は
21世紀初頭の文明の崩壊にもつながりかねない重
大な問題であり、どう対処していくかを真剣に考
えていくことの必要性を訴え、基調講演を終わり
ました。

パネルディスカッション
嘉田良平氏（アミタ株式会社持続可能経済研究

所顧問）、末松広行氏（農水省大臣官房環境政策
課長）、阮　蔚氏（リャン・ウェイ、株式会社農林
中金総合研究所主任研究員）をパネリストに迎え、
農業環境技術研究所主任研究員の秋山博子をコー
ディネータに、パネルディスカッションが行われ
ました。

この中で阮氏は、中国におけるエネルギーや食
糧需給の現状について説明し、中国は今後も食糧、
エネルギーとも高い自給率を維持して行くであろ
うこと、効率化や環境問題が課題であること等を
述べました。末松氏は、日本のバイオエタノール
政策について、食料かエネルギーかの選択ではな
くて、食料の安定供給、安全保障をさらに進める
形で国産バイオ燃料を生産していくのが基本姿勢
であると説明しました。嘉田氏は、バイオエタノー
ル生産や国際貿易の推進には、環境を破壊しない、

貧しい人々から食料を奪わないという条件を満た
すというルール作りが必要であると述べました。

会場から事前に寄せられた質問も織り込みなが
ら議論は進み、最後に上路理事の挨拶で、シンポ
ジウムを終了しました。

レスター・ブラウン博士、農業環境技術研究所の
名誉顧問に

本シンポジウムの開催に先立ち、佐藤理事長よ
りレスター・ブラウン博士に、農業環境技術研究
所名誉顧問の称号が贈られました。2005年にも
レスター・ブラウン博士をお招きしてシンポジ
ウム「モンスーンアジアの農業とフードセキュリ
ティー」を開催し、大きな反響がありましたが、
今回はそれを遙かに上まわりました。事前参加申
し込みが短時間のうちに定員に達したため、多く
の皆さんに参加をお断りする結果となったことを
お詫び申し上げます。

シンポジウムの全映像と、講演及びパネルディ
スカッションにおける発言の全文を、農業環境技
術研究所のホームページに掲載してあります。ぜ
ひご覧下さい。
http://www.niaes.affrc.go.jp/sinfo/sympo/h19/0523/
report_1.html

（研究統括主幹　宮下　清貴）
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